
芦屋室内合奏団第28固定斯演奏会のご案内

（橋本宗夫缶摘翰

爽秋の候、皆様ますますご健勝のこととお喜び申しあげます。

さてこのたび芦屋室内合奏団では、去る8月に急逝されました当合奏団の

創立者植木宗夫会長を偲び、下記のとおり追悼演奏会（第28回定斯演奏会

）を開催致します。橋本氏は当合奏団を1965年に創設以来30年間音楽への

情熱を燃やし続け、我々を物心両面から支えて下さいました。音楽のみな

らず絵画、短歌など広く芸術を愛した故人が特に好んだ曲を選んで、また

お孫さんのチェンバロも加え、感謝と哀悼の意を表したく思います。

もとより日常仕事の間の不十分な技量と練習で、お聞きずらい点もあろ

うかと存じますが是非ご来場のうえ、ご批判賜りますようご案内申し上げ

ますム

1994年10月　　　芦屋室内合奏団　団長　鳥丸安雄

団　員　一　同

一とき：1994年10月16日（日）午後3時開演

●ところ：日本福音ルーテル西宮教会（阪神香炉凰駅山側）

☆駐車場がありませんので車でのご来場はご遠慮下さい

●入場無料

●プログラム：

ケィ桁ガイ「チェロ協奏曲ホ短軌

テレマン　叩けラ協奏曲卜長乱

すィ桁ガィ「四季」より秋、冬

モづ7小「喜遊曲二長軌K．136

ダリイ　「組曲裾7の時代から」

その他小品集
※東沖電耳…香炉団駅下諷夙川東土手北へ30m（1分）

指揮：酒井睦堆（相愛大学教授）蒜蒜蒜；：：：蒜蒜蒜等蒜蒜詣蒜蒜Ur蒜



芦屋室内合奏団

第28回定期演奏会

橋本宗天追悼演奏会

日本福吉ルーテル西宮教会
（阪神香‡戸園駅山側、北東30m）

1994年10月16日（日）

午後3時開演（入場無料）



故橋本宗夫氏

ごあいさつ

1965年、当時の神戸大学、甲南大学等の学生オーケストラの主

席奏者等が集まり、中島良能氏を指揮者とし当団が発足して以来

29年間途絶えることをく70曲にのぼる古今の名曲を演奏して参り

ました。その間、何人ものメンバーが転勤等で入れ替わりました

が、カップル3組を含む家族的を雰囲気の中で創立時と同じ情熱

を持ち続けながら月2回の練習を生活の一部とし、私達ひとりひ

とりの生活に大きを意味を与えております。

この度、我々の良き理解者であり、心の支えであった当合奏団

創始者橋本宗夫会長が本年8月に急逝されました。88歳のご高齢

でありながら本定期演奏会へ向けてヴァイオリンの練習に励んで

おられたのに誠に残念です。本日のプログラムでは、音楽をはじ

め絵画、短歌等広く芸術を愛した故人が特に好んだ曲を選び、お

孫さんのチェンバロも加え追悼演奏会と致します。

我々まだまだ意気も高く尽きることのをい音楽の世界で、さら

に息長くアンサンブル活動を続けて行く所存でございます。もと

より日常仕事の間の不十分な技と練習で、おききづらい点もあろ

うかと存じますがアドバイス賜りますとともに改めて皆様のご声

援に深く感謝致します。

1994年10月
芦屋室内合奏団　団長　鳥丸　安雄

部長　中田　和夫

団　員　一　同



プログラム

十・、畢享

指揮，音楽監督　酒井瞳雄

1．ヴィヴァルディ「チェロ協奏曲ホ短調」

（PaulBazelaire編曲）　　　チェロ独奏　宮崎晴夫

Ⅰ．Large

Ⅲ．Allegre

Ⅲ．Lent et expressif（alla siciliana）

Ⅳ．Vif

2．テレマン　　　「ヴィオラ協奏曲ト長調」

ヴィオラ独奏　河野建一

Ⅰ．Largo

Ⅱ．Allegro

Ⅲ．Andante

Ⅳ．Presto

3．ヴィヴァルディ　「ヴァイオリン協奏曲四季」より
「秋」、「冬」Op．8－3，4

ヴァイオリン独奏（秋）福永精一

（冬）鳥丸安雄
L’Autunno

I．Allegro

I．Adagio molto

Ⅲ．Allegro

L’Inverno

I．Allegro non molto

I．Largo

Ⅲ．Allegro

休憩（15分）

4．モーツァルト　「喜遊曲　ニ長調」KV．136

Ⅰ．Allegro

Ⅱ．Andante

JIl．Presto

5・グリーグ　　「組曲ホルベアの時代から」Op．40

Ⅰ．Praelude Allegro vivace

Il．Sarabande Andate

Ⅲ．Gavotte Allegretto

Ⅵ．Rigaudon Allegro con brio

6．小品集

主．喪．＿ユ

ベートーベン　　「メヌェット」

ドヴォルザーク　「ユモレスク」

バッハ　　　　「G線上のアリア」



指揮者　酒井陸雄

桐朋学園高校音楽科を経て1971年桐朋学園大学卒業。指揮を斎

藤秀雄、秋山和慶両氏に、クラリネットを北爪利世、二宮和子、

F．フックス各氏に師事。71年より相愛オーケストラ指揮者。77年、

ザルツブルグにて0．スイトナー氏に師事。同年、東京にてS．チ

ェリビダッケ氏のゼミナールに参加。現在、相愛大学教授として

後進の育成にあたる傍ら、74年より芦屋室内合奏団音楽監督、岐

阜県交響楽団常任指揮者、90年より高知室内管弦楽団指揮者等、

アマチュア合奏団の発展にも尽力。

芦屋室内合奏団

1965年5月設立のアマチュア弦楽合奏団。練習日2回（日曜）、

定期演奏会年1回。当初はバロックが中心であったが、74年に現

相愛大教授の酒井瞳堆氏を音楽監督に迎えて以来、ロマン派から

現代音楽に至るレパートリーの拡大や知名度の低い曲を紹介する

等のユニークを活動を行う。最近では国際室内楽コンクール参加

（88年、淡路島）、高知室内管弦楽団とのジョイントコンサート（92

年）等、対外活動も括発化している。

本日の演奏曲目

プログラム前半の協奏曲はいずれも当合奏団の主席奏者達がソ

ロを受け持ちます。ヴィヴァルディ（Vivaldi，Antonio，1678頃－

1741）は教会音楽、器楽曲等多くの作品を遺しました。中でも協

奏曲は中心的位置を占めています。本日演奏のチェロ協奏曲はチ

ェロソナタとして有名で、後にオーケストラ伴奏に編曲されたも

のです。「四季」はおなじみの曲で当定期演奏会でも幾度か登場し

ました。テレマン（Telemann，George Phlipp，1681－1767）のヴ

ィオラ協奏曲はドイツ風ポリフォーこ，イタリア風旋律、フラン

ス風エスプリを併せ持つ作品です。

プログラム後半のモーツァルト（Mozart，Walfgang Amadeus，

1756－1791）の喜遊曲KV．136は第1回定期演奏会でも演奏した思

い出の曲です。グリーグ（Grieg，EdvardHagerup，1843－1907）

作曲の“ホルベア”とはデンマーク文学の父と呼ばれる劇作家の

名で、古き佳き時代を偲んで作られています。先のモーツァルト

と共に当合奏団の定番とも言える曲です。小品集は、橋本会長が

好んで演奏された曲です。特に「G線上のアリア」は、お元気を

頃ご自宅のよく響く玄関ホールで愛器のシュタイナーで弾かれて

いたことが思い出されます。



情熱の人　橋本さん

神代指揮者、チェリスト　中島　良能

29年前大学の大先輩で家も近く色々お世話に在っていた橋本さ

んから「中島君、うちに合奏団作らへんか」とのお声がかかり出

来たのが芦屋室内合奏団です。神戸高商（現神戸大学）に学ばれ

実業家であった橋本さんは、ご趣味の音楽の分野で色々後援活動

をしておられましたが、当合奏団も何から何までご厄介に在る事

と在りました。この事は本当に感謝すべき事ですが、これ丈では

橋本さんの重要を部分に触れた事に在りません。橋本さんは「若

い人にはかをわん」といいをがら、仲々良い音色でバイオリンを

弾かれ、辻吉之助氏の厳しいレッスンを受け、楽しむ丈でなくき

ちんと弾く事を心がけておられました。

後に仕事面でも教えて頂く事になったのですが、仕事で示され

る常に厳しく手抜きのかい姿勢は趣味の場合も同じでした。趣味

とはいえ何十年もひとつの事を続けそれを「生きがい」といえる

レベルに保っていくにはエネルギーが必要ですが、その源泉は「情

熱」であったと思います。これは仕事にも通じる橋本さんの人格

そのものだったといえましょう。

この合奏団がここまで永く続いているのは「情熱」があったか

らで、それこそ橋本さんから頂いた最大のものではをかったでし

ょうか。私は永年のサラリーマン生活を終え、今音楽を専門とし

ていますが、人生と音楽にとって最も重要を「情熱」を持ち続ける

事が出来たのも橋本さんに教えて頂いたからこそです。橋本さん、

本当に有難うございました。

我が心の人　橋本さん

元阿員、国連職員　高橋　由仲

芦屋室内合奏田は不思議をところで、同じ時間、場所で、ほぼ

同じメンバーで同じようを室内楽を演奏していると、30年近く前

と現在が全く同じに感じられ、20代の仲間がそのまま、そこだけ

切り取られたようを、外の世界と関わりのそし、ひとつの時間を共

有している。つい、メンバーは永遠に同じでいると錯覚するが、

その中心にいた橋本さんを失って、つかの間、我に返って30年の

長さを実感している。ザッキンの「光と影」の彫刻を入手して子ど

ものように喜んでおられたのは、ほんの数年前のようだが、すで

に20年以上たっている。

入院中の病院の会議室で橋本さんを交えて演奏するという見舞

いをしたとき、橋本さんは、病室では会話もつをがりにくいほど

で、車椅子で介添えされて会場に向かったが、演奏が一曲済むと、
「この感じがよろしいねん」とおっしゃり、見る見るうちに表情も豊

かに在り、我々がおいとまするときにはいろいろと話しをがら自

分で歩いて玄関まで見送りにこられた。あれほど即効性のある見

舞いは前代未聞で、根っから音楽が好きをんだと痛感した。今回

はその特効薬も使えず、確かに芦屋室内合奏団はひとつの時代を

作り終えた。これからも、いくつかの曲を聴くと橋本さんの面影

が浮かぶことだろう。合掌。



●コレリ

●パーセル

●アルビノ一二

●ヴィヴァルディ

●テレマン

●ヘンデル

●ジェミニア一二

●バッハ

●グルック

クリスマス協奏曲、サラバンド・シ、－グ・バデイヌリ

合奏協奏曲op，6－1，6－6，6－7

トランペットと弦楽のためのソナタ、組曲「アブデラザール」

弦楽のためのソナタ第5番、シンフォニアNo．3
「四季」、チェロ協奏曲、合奏協奏曲op．3－3，3－10～12

3つのヴァイオリン弦楽通奏低音のための序曲、組曲イ短調、ヴィオラ協奏曲

組曲「リラ」、組曲第1番、ブロックフレーテと弦楽のための組曲

合奏協奏曲op．6－1，6－2，6－3，6－5，6－6，6－9
「ラ・フォリア」

ブランデンブルグ協奏曲No．3，5、ヴァイオリン協奏曲No．2

ピアノ協奏曲No．1、オーボエとバイオリンのための協奏曲、

2つのヴァイオリンのための協奏曲、管弦楽組曲第2番、第3番、前奏曲ロ短調

歌劇「ドン・ジュアン」より

●シュクーミナノ　マンハイム・シンフォニア第1番

●ハイドン　　　自動オルガンのための3つの小品、オルガン協奏曲第2番

●ボッケリーニ　チェロ協奏曲

●モーツアルト　ディベルティメント　K．136，137，138，334、

オーボエ四重奏曲K．370、戴冠ミサ曲、アダージョとフーガK．546

セレナ一夕・ノットゥルナK．239、クラリネノト五重奏曲K．581

交響曲第29番、アイネ・クライネ・ナハトムジーク

●パガニーニ　　弦楽合奏のためのロンド

●ベールマン　　クラリネットと弦楽五重奏のためのアダージョ

●シューベルト　「死と乙女」

●シュトラウス　トリッチ・トラッチ・ポルカ

●ポロデイン　　　ノクターン

●チャイコフスキー　弦楽のためのセレナード

●ドボルザーク

●グリーグ

●ヤナーチェノク

●エルガー

●ヴォルフ

●ニールセン

●レハール

●ホルスト

●スーク

●シェーンベルク

●レスピーギ

●バルトーク

●バーバー

●ブリテン

弦楽のためのセレナード、弦楽のためのワルツ

組曲ホルベアの時代から

弦楽のための組曲

弦楽のためのセレナード
「イタリアのセレナード」

小組曲op．1

ワルツ「金と銀」

弦楽のための組曲「セントホール」

弦楽のためのセレナード
「浄夜」

リュートのための古代舞曲とアリア第3組曲

トランシルバニア舞曲、ジーベンブルゲンの踊り

弦楽のためのアダージョ

シンプル・シンフォニー

（歴代指揮者）中島良能（在籍1965－69）、M．H．Shoemaker（同、1972－74）、酒井睦雄（同、1974－）

（客　演　老）山内祝子（Vn，1966）、竹永元子（Pf，1966）、踏掛うらら（旧姓斉木Fl，1966）、

鈴江苑生（Vn，1967）、中島公子（旧姓日下Pf，1967）、宮本政雄（Cond，1968）、

槙和美（Ob，1968）、毛利伯郎（Vc，1968）、延原武春（Cond，1969）、北山隆（Bl．

Fl，1969）、池田俊（Tp，1969）、宮島登美子（Cmb，1969）、奥田伸吾（Cond，1971）、

曽我部千恵子（W，1975）、白井美和子（Fl，1977）、斎藤達男（Vc，1980）、

鈴木椎明（Org，1984）

音楽監督・指揮　　　　　　　酒井　睦雄

団長・コンサートマスター　　　鳥丸　安雄

部長・CB　　　　　　　　　中田　和夫

マネージャ・Vn　　　　　　　福永　精一・

Vn：　藤本恭子、福永千江子、中田久仁子、

Vla：　河野建一、中川啓子、竹村久美子

Vc：　鳥丸直子、宮崎晴夫、信田光徳

Cemb：橋本美紀、横手睦代

曽野和子、黒川美恵子、苗村　品


